
























１）bench throw exercise 装置








FT700 Power Cage（Fitness Technology, AU）
内に Smith machine を設置（写真 1）し、ブレー
キコントローラー（写真 2）により、バーベルの
落下局面をコンピュータ制御した。このシステ
ムは、FT700 Power Cage に取り付けられたコ
ントローラーからの垂直ケーブルのストラップ
に Smith machine のバーベルを接続する。コン
トローラーはコントロールユニット（写真 3）を
経由しコンピュータと接続され Ballistic 








を設置し、ブレーキコントローラーによりバーの落下速度を制御した bench throw exercise の有効







ベルスリーブ部に接続された PT 5A position 





































においても、BT（1.12m/s vs. 0.83m/s, 1.29m/s 
vs. 0.84m/s, 1.12m/s vs. 0.75m/s, 1.19m/s vs. 
0.87m/s, 1.07m/s vs. 0.92m/s）で常に高値を示
し、BTの 2試技で最も高い値が認められた（図
2）。
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